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2024年 11月 1日 

Progmat, Inc. 

株式会社 NTTデータ 

SBI R3 Japan 株式会社 

デジタルアセット市場における“ナショナルインフラ”実現に向けた、 

「Progmat SaaS」及び「導入支援サービス」の提供開始について 

Progmat, Inc.（代表取締役 Founder and CEO: 齊藤
さいとう

 達哉
た つ や

、以下 Progmat社）は、株式会社 NTTデ

ータ（代表取締役社長: 佐々木
さ さ き

 裕
ゆたか

、以下 NTTデータ）及び SBI R3 Japan 株式会社（代表取締役 CEO：

藤本
ふじもと

 守
まもる

、以下 SBI R3 Japan）と連携し、デジタルアセット発行・管理基盤である「Progmat（プロ

グマ）」の SaaS 版（以下「Progmat SaaS」）をリリースすると共に、「導入支援サービス」の提供を開

始しました。 

 

「Progmat SaaS」導入により、広範な金融機関の皆さまが、自社サーバー上にブロックチェーン/分

散型台帳のノード等を構築することなく容易にデジタルアセット関連事業（原簿管理業務・カスト

ディ業務等）を開始することが可能となります。また、広範な証券会社/仲介者の皆さまが、投資家

の秘密鍵管理等を第三者（カストディアン）に委託することなく自社で完結することも可能となり

ます。結果として、「セキュリティトークン*1」（以下、ST）の発行を企画する事業者の皆さまや、ST

の売買を希望する投資家の皆さまにとっての選択肢が拡がり、デジタルアセット市場の効率性向上

や規模の拡大が期待されます。 

１．「Progmat SaaS」提供の背景 

日本では、2020 年施行の改正金融商品取引法による ST 規制、2023 年施行の改正資金決済法によ

る「ステーブルコイン*2」（以下、SC）規制と、デジタルアセット市場の基礎が着々と整備されてお

り、世界的な“伝統的金融×トークナイゼーション”の潮流の中でも優位に立ちうる市場です。 

基盤サービス（クラウド）

【X】専用環境 【Y】専用環境 【Z】専用環境

ブロックチェーン/分散型台帳 ブロックチェーン/分散型台帳 ブロックチェーン/分散型台帳

業務アプリケーション(Dapps) 業務アプリケーション(Dapps) 業務アプリケーション(Dapps)

金融機関【X】

ノード等の構築不要

UI(無償) 既存システム

API

カストディアン【Y】

ノード等の構築不要

UI(無償) 既存システム

証券会社【Z】

ノード等の構築不要

UI(無償) 既存システム

API API

証券会社(カストディ委託)

APIファイル連携 or

or or or
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こうした機会を捉え、Progmat社は、デジタルアセット市場参加者同士のグループを超えた「共創」

と、金融市場に関する深いドメイン知識と圧倒的なインフラ構築力を「1つの組織」で兼ね備えるこ

とを目的に、2023年 10月に中立的な「共同事業体/スタートアップ」として設立されました*3。 

 

国内全体で既に 2,700 億円規模の ST 案件*4が組成されており、ST 案件取扱数や利用証券会社の

ネットワークにおいて「Progmat」は国内トップの実績*5となっていますが、これまでのパッケージ

版では自社サーバー上にブロックチェーン/分散型台帳のノード等を構築するか、カストディアンと

して第三者を介在させて手数料を支払う必要があり、市場参加者の裾野を拡げるうえでのハードル

となっていました。 

２．「Progmat SaaS」提供の目的と概要 

そこで Progmat社は、上記ハードルを解消するため、各市場参加者が容易に利用可能な「Progmat 

SaaS」の開発に従事し、本日より提供が可能となりました。これまでのパッケージ版との主な相違

点と期待効果をまとめると以下のとおりです。 

「Progmat SaaS」を支える基盤サービス（クラウド運用等）は、数多くの共同化システム構築実績

を有する NTT データとの連携により提供し、金融業務で必要となる高い品質・安全性・柔軟性を

備え、安定的なアプリケーションの動作継続を可能としています。 

パッケージ版 SaaS版

ノード構築サーバー/運用

証券会社(カストディ委託)証券会社(カストディ委託)

特定の金融機関/カストディアン 広範な市場参加者

専用環境＠基盤サービス(クラウド)

業務アプリ + Corda5

自社サーバー

業務アプリ+Corda

APIファイル連携 or

UI or

ファイル連携 or

API

API

自社サーバー/自社負担(参入障壁) Progmat社(参入障壁極小化)

データアクセス/更新 自社のみ 同左

証券会社の参入方法 実質、カストディ委託は必須(手数料負担) カストディ自社完結が容易(手数料極小化)

接続する分散型台帳 Corda ”次世代Corda”(Corda5)

幅広い金融機関の皆さまが、容易にデジタルアセット関連事業を開始することが可能に

幅広い証券会社/仲介者の皆さまが、投資家の秘密鍵管理等を自社で完結し、
第三者（カストディアン）へ支払う手数料の極小化が可能に

ST発行企画者が選択可能なパートナーが拡がり、コスト削減余地/市場効率が最大化

ST投資家が選択可能な取引チャネルが拡がり、市場規模が最大化
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また、「Progmat SaaS」が接続するブロックチェーン/分散型台帳として、SBI R3 Japanとの連携に

より、アジアで初めて「Corda5」に対応しています。「Corda5」は、各国の中央銀行が導入を検討し

ている CBDCなど、ミッションクリティカルなシステムの要件に対応するため、既存の Cordaの設

計理念を維持しつつ、基盤となるシステムアーキテクチャを刷新したものです。 

具体的には、Kafka*6 や Kubernetes*7 といった高可用性を実現するインフラ技術を採用し、内部処

理をマイクロサービス化することで、さらなる可用性とスケーラビリティを達成しています。また、

インフラのガバナンスに対する柔軟性が向上し、新規ノードの追加や管理がより効率的かつ柔軟に

なった点も特徴です。将来的にはノンストップでのメンテナンスも可能になる予定です。 

 

「Progmat SaaS」では、金融機関や証券会社/仲介者の皆さまの既存システムからの API 呼び出し

による自動連携から、無償提供の UI（ユーザーインターフェース）からの画面入力まで、利用者の

状況に合わせた導入が可能であり、適切な導入方法の提案からシステム連携の支援までを「導入支

援サービス」としてメニュー化し、Progmat社と NTTデータとで提供していきます。 

３．今後の予定 

現在「Progmat」のパッケージ版を利用している三菱 UFJ信託銀行では、現在カストディ委託元と

なっている証券会社と連携し、2025年 2月に「Progmat SaaS」への一斉移行を実施予定です。 

 

他の導入予定の金融機関や証券会社/仲介者の皆さまについては、利用開始時点で適宜公表します。 

以 上 

*1 ブロックチェーン/分散型台帳等の電子情報処理組織を用いて移転することができる、有価証券等の総称（金融

商品取引法における「電子記録移転有価証券表示権利等」） 

*2 ブロックチェーン/分散型台帳等の電子情報処理組織を用いて移転することができる、法定通貨と価値の連動等

を目指す決済手段の総称（資金決済法における「電子決済手段」） 

*3 プレスリリース：https://www.tr.mufg.jp/ippan/release/pdf_mutb/230911_1.pdf 

*4 公募型資産裏付 ST を発行する受益証券発行信託における信託設定時の信託元本、および公募型債券 ST の発行

金額を基に、Progmat 社により算出 

*5 上記*4 と同様の対象案件において、公募不動産 ST が 24 件、公募社債 ST が 2 件、利用証券会社（カストディ

委託元）が 9 社/全 11 社 

*6 大規模なデータのリアルタイム処理を可能にする分散型メッセージングプラットフォーム。システム間のデー

タのやり取りを効率的かつ高信頼で行うことが可能。これにより、トランザクションやイベントの同時並列処

理性能を高めるもの 

*7 アプリケーションをコンテナ（仮想化技術の一種）として管理し、自動的に配備、スケーリング、運用を行う

技術。これにより、システムの可用性やスケーラビリティを向上させると同時に、メンテナンスや更新作業を

容易にするもの 

https://www.tr.mufg.jp/ippan/release/pdf_mutb/230911_1.pdf
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＜別紙＞ 

１．「Progmat, Inc.」概要 

商 号 ： Progmat, Inc. （株式会社 Progmat） 

代 表 者 ： 代表取締役 Founder&CEO 齊藤
さいとう

 達哉
た つ や

 

本 社 ： 東京都千代田区丸の内 1-6-5 丸の内北口ビルディング（WeWork 内） 

設 立 日 ： 2023年 10月 2日 

H P ： https://progmat.co.jp 

解 説 記 事 ： https://note.com/tatsu_s123/n/n03a291fa52ab  

２．「Progmat」プロダクト概要 

「マルチアセット（STのみならず、SCや UT も）」×「マルチチェーン/クロスチェーン（ユースケ

ースによってチェーン選択）」×「マルチウォレット（パーミッションレスチェーン上のアセットの

接続元ウォレットはオープン）」を特徴とし、様々な展開に対応可能な拡張性を担保しています。 

概 要 資 料 ： https://speakerdeck.com/progmat/st 
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３．国内 ST市場概要 

 ST 案件の残高総額は約 2,700 億円、ST 発行累計額は約 1,400 億円/49 案件（うち 7 件償還済）、

参入証券会社数は 11社（+自己募集事業者有）となっています。 

概 要 資 料 ： https://speakerdeck.com/progmat/market 

 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

Progmat BOOSTRY Securitize ADDX HashDasH

(単位)案件

野村證券

大和証券

SBI証券

東海東京証券

SMBC日興証券

みずほ証券

岡三証券

(出典)公開情報(公募案件のみ)を基にProgmat作成 ※1案件で複数の証券会社が協業している場合、各証券にそれぞれ＋1件(ダブルカウント)

6

3

MDM

HashDasH

他(自己募集等)

楽天証券

7

8

2

6

2

8

2

2

2

フィリップ証券

74.6 

241.5 

1,216.5 

6 

16 

41 

0

10

20

30

40

50

60

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

FY2021 FY2022

(単位)億円

FY2023

公募ST案件残高

公募ST発行累計額

公募ST案件累計数

(出典)公開情報(≒公募案件)を基にProgmat作成 ※ST案件残高：有価証券届出書上のB/S総額(償還=０へ) ※ST発行累計額/案件累計数：償還済案件含む総計

2,690億超

FY2024

(単位)案件

1,418億超

49案件
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